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日
本
に
初
め
て
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
や
っ

て
来
た
の
は
、
昭
和
半
ば
の
１
９
５
６
年
で
し

た
。
そ
の
甘
美
な
調
べ
は
た
ち
ま
ち
聴
衆
の
心

を
虜
に
し
、
以
来
、
日
本
で
最
も
待
ち
望
ま
れ

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
30
年
後
。
86
年
10
月
12
日
に
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
が
誕
生
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
小
澤
征
爾
指
揮
に
よ
る

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、

内
田
光
子
に
よ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
全
曲
演
奏
会
な
ど
、
音
楽
界
の
巨
星
が
続

続
と
登
場
。
そ
の
ト
リ
を
飾
っ
た
の
が
、

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
に

よ
る
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
チ
ク
ル
ス

（
全
曲
演
奏
会
）
だ
っ
た
の
で
す
。
指
揮
は
ク

ク
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
設
立
に
、
あ
り
っ
た
け
の

情
熱
を
注
い
だ
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
初
代
館

長
・
佐
治
敬
三
で
し
た
。

　

歴
史
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
１
５
０
周

年
を
迎
え
た
１
９
９
２
年
、
記
念
す
べ
き
世
界

ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
も
そ

の
一
会
場
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
日

本
公
演
の
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
の
親
密
な
関
係
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
今
度
は
サ
ン
ト
リ
ー
創
立
１
０
０
周

年
と
な
る
99
年
、『
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー 

ウ
ィ
ー
ク 

イ
ン 

ジ
ャ
パ
ン
』
が
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
始
ま
っ
た
の
で
す
。
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ィ
ル
を
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
が
定
期
的

に
招
聘
。ほ
ぼ
毎
年
、日
本
で
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ

ル
の
演
奏
を
、
当
代
一
流
の
指
揮
者
に
よ
っ
て

聴
く
こ
と
が
で
き
る
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン

に
と
っ
て
夢
の
よ
う
な
企
画
で
す
。
演
奏
会
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ィ
ー
ン
の
長
い
音
楽

の
伝
統
を
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
を
通
じ
て
日

本
に
残
し
て
ほ
し
い
…
…
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

い
く
つ
も
の
特
別
企
画
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
音

楽
を
学
ぶ
日
本
の
若
者
た
ち
に
ウ
ィ
ー
ン
・

フ
ィ
ル
首
席
奏
者
が
直
接
レ
ッ
ス
ン
を
行
う

「
公
開
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
」、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ

ル
の
音
づ
く
り
に
触
れ
ら
れ
る
「
無
料
公
開
リ

ハ
ー
サ
ル
」、
中
高
生
の
た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ
れ
る
１
時
間
コ
ン
サ
ー
ト

「
青
少
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
な
ど
。

 

「
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、

日
本
と
の
つ
な
が
り
は
よ
り
一
層
深
い
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
家
族
の
よ
う
な
関
係
で
す
ね
」

　

と
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
前
楽
団
長
で
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
奏
者
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
グ
ロ
ー
ス

ウ
ィ
ー
ン
か
ら
、幸
せ
な
響
き

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル

と
の
出
会
い

夢
の
企
画
、始
ま
る

特
集

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や

ブ
ラ
ー
ム
ス
が
暮
ら
し
、

類
希
な
る
音
楽
を
生
ん
だ
街
。

世
界
有
数
の
歌
劇
場
や
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、

世
界
最
高
峰
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
。

ウ
ィ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
の
華
麗
な
舞
踏
会
が

新
年
の
訪
れ
を
告
げ
る
…
…

そ
ん
な
「
音
楽
の
都
」
ウ
ィ
ー
ン
か
ら

今
年
も
11
月
に
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
、

年
末
年
始
に
は

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
交
響
楽
団
が

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
に
や
っ
て
き
ま
す
！

ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ア
バ
ド
。
当
時
最
高
の
組
み
合

せ
に
よ
る
珠
玉
の
音
色
が
、
連
日
５
日
間
も
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
ホ
ー
ル
に
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。
87
年
３
月
。
最
初
の
出
会
い
で
す
。

　

同
年
、
多
く
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
に
よ
り
「
日

本
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
友
の
会
」
も
発
足
。
会

長
を
買
っ
て
出
た
の
は
、
東
京
初
の
ク
ラ
シ
ッ

サントリーホールでの記念すべ
き第１回『ウィーン・フィルハー
モニー ウィーク イン ジャパン』
の指揮者は、ウィーン・フィル
と蜜月なマエストロ、リッカル
ド・ムーティ。

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団の本拠地、ウィーン楽友協会「黄金の間」の舞台。
© Terry Linke
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と
く
に
ウ
ィ
ー
ン
な
ら
で
は
の
伝
統
楽
器
ウ
ィ

ン
ナ
・
オ
ー
ボ
エ
や
ウ
ィ
ン
ナ
・
ホ
ル
ン
の
音

色
を
じ
っ
く
り
堪
能
で
き
る
貴
重
な
演
奏
会
で

す
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
で
楽
団
長
の
ダ
ニ
エ

ル
・
フ
ロ
シ
ャ
ウ
ア
ー
さ
ん
も
、

 

「
こ
ん
な
に
凝
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
室
内
楽
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
も
な
か
な
か
実
現

で
き
ま
せ
ん
。
今
年
の
イ
チ
押
し
公
演
で
す
」

　

と
愉
快
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
活
動
で
、

も
う
ひ
と
つ
特
筆
す
べ
き
は
、「
ウ
ィ
ー
ン
・

フ
ィ
ル
＆
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
復
興
基
金
」
で
す
。

２
０
１
１
年
、
東
日
本
大
震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
に

心
を
痛
め
た
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
、
復
興
の

た
め
に
と
多
額
の
寄
付
を
申
し
出
て
く
れ
た
の

で
す
。
そ
の
心
意
気
に
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
も
賛
同
し
て
同
額
を
寄

付
、
こ
の
基
金
が
成
立
し
ま
し
た
。
以
来
、
東

北
や
熊
本
な
ど
の
被
災
地
を
は
じ
め
、
日
本
全

国
に
音
楽
を
通
じ
て
復
興
を
支
援
し
た
い
と
、

献
身
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

開
館
以
来
、
共
に
大
切
な
時
間
を
積
み
重
ね

て
き
た
な
か
で
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
は
日
本

の
聴
衆
の
皆
さ
ん
や
風
土
を
愛
し
、
日
本
に
来

る
の
を
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
れ
は
、
こ
の
20
数
年
間
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
の
年
末
年
始
を
毎
年
華
や
か
に
彩
っ
て
い
る
、

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
交
響
楽
団

の
メ
ン
バ
ー
も
同
じ
で
す
。
創
立
１
０
１
年
の

同
楽
団
は
、
本
拠
地
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
で

は
常
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ
ト
の
中
。
団
員
が

顔
を
見
せ
る
こ
と
は
な
く
、
舞
台
上
の
歌
手
を

バ
ウ
ア
ー
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
事
務
局
長
で
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ブ
ラ
ー
デ

ラ
ー
さ
ん
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
を
「
第
二

の
我
が
家
」
と
呼
び
、
チ
ェ
ロ
の
ロ
ベ
ル
ト
・

ノ
ー
チ
さ
ん
は
、「
私
の
楽
器
が
こ
れ
ほ
ど
心

地
よ
く
響
く
ホ
ー
ル
は
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
以

外
あ
り
ま
せ
ん
」
と
ま
で
。

 

「
日
本
は
私
た
ち
の
ア
ジ
ア
で
の
故
郷
」
と
口

一
多
い
街
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
大
晦
日

に
は
必
ず
、“
オ
ペ
ラ
の
殿
堂
”
国
立
歌
劇
場

か
“
民
衆
の
愛
す
る
歌
劇
場
”
フ
ォ
ル
ク
ス

オ
ー
パ
ー
の
い
ず
れ
か
で
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
『
こ

う
も
り
』
を
楽
し
む
の
が
伝
統
で
す 

。
※

　

そ
れ
ぞ
れ
の
劇
場
で
日
夜
演
奏
し
て
い
る
の

が
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
在
籍

す
る
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団
で
あ
り
、

片
や
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
交

響
楽
団
で
す
。
オ
ペ
ラ
を
奏
で
る
の
が
日
常
の

２
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
団
員
が
、
シ
ー
ズ
ン
中

に
本
拠
地
ウ
ィ
ー
ン
を
離
れ
、
毎
年
の
よ
う
に

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
舞
台
に
登
場
し
て
く
れ

る
の
は
、
奇
跡
的
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
そ
れ
は
、
日
本
で
し
か
聴
く
こ
と
の
で

き
な
い
特
別
な
演
奏
会
な
の
で
す
。

　

と
く
に
今
年
の
『
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー 

ウ
ィ
ー
ク 

イ
ン 

ジ
ャ
パ
ン
』
で
は
、

を
揃
え
る
彼
ら
は
、
日
本
で
の
定
期
的
な
演
奏

会
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
歴
史
は
、
ウ
ィ
ー
ン

で
活
躍
し
た
天
才
作
曲
家
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
没

後
15
年
の
１
８
４
２
年
に
遡
り
ま
す
。
当
時
ま

だ
稀
だ
っ
た
交
響
曲
の
演
奏
会
を
行
う
た
め
に
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
宮
廷
歌
劇
場
楽
団
員
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
管フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

弦
楽
団
が
始
ま
り
で
す
。

ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
が
遺
し
た
偉
大
な
交
響
曲
を
、
さ
ら
に
は
ブ

ラ
ー
ム
ス
や
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
ら
同
時
代
の
作
曲

家
が
生
み
出
す
新
し
い
音
楽
を
演
奏
す
る
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
誕

生
し
た
の
で
す
。

　

本
拠
地
は
、
か
の
ウ
ィ
ー
ン
楽ム

ジ
ー
ク
フ
ェ
ラ
イ
ン

友
協
会
。

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
正
団
員
に
な
れ
る
の
は
、

ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団
の
一
員
と
し

て
オ
ペ
ラ
公
演
で
３
年
以
上
腕
を
磨
い
た
メ
ン

バ
ー
の
み
。
演
奏
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
指
揮
者

の
選
考
な
ど
、
楽
団
に
関
す
る
す
べ
て
を
楽
団

員
１
５
０
名
の
総
意
で
決
定
す
る
民
主
的
自
主

運
営
の
伝
統
が
、
今
日
ま
で
１
７
₆
年
間
続
い

て
い
る
、
希
有
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

ウィーン・フィルの本拠地、ウィーン楽友協会。
1870年に竣工。世界最高峰のホールのひとつ。
© Österreich Werbung, Photographer:Sebastian Stiphout

様々な楽器パートの首席奏者
が、日本の若手奏者にウィー
ン・フィルの伝統を伝授する
公開マスタークラス。 写真は、
コンサートマスター（当時）ラ
イナー・キュッヒル氏による弦
楽四重奏のレッスン。

左／サントリーホール開館30
周年記念ガラ・コンサートも、
ウィーン・フィル。ズービン・
メータと小澤征爾の指揮。

「室内楽スペシャル」では、ウィーン・フィ
ル伝統の歌心を、特別なアンサンブルで
聴かせてくれます。

　

ウ
ィ
ー
ン
の
人
々
に
と
っ
て
音
楽
は
誇
り
で

あ
り
、
最
良
の
楽
し
み
、
人
生
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
大
切
な
も
の
。
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場

（
オ
ペ
ラ
座
）、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー

パ
ー
、
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
な
ど
名

だ
た
る
歴
史
的
劇
場
が
点
在
し
、
今
も
オ
ペ
ラ

や
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
上
演
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
世
界

※詳しくは『Hibiki』Vol.2をご覧ください。　https://www.suntory.co.jp/suntoryhall/calender/

歴
史
的
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ウ
ィ
ー
ン
気
質

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
公
演
に
か
つ
て
な
い
「
室
内
楽

ス
ペ
シ
ャ
ル
」
を
企
画
。
彼
ら
が
熟
知
し
た
オ

ペ
ラ
の
名
曲
の
数
々
を
室
内
楽
で
謳
う
と
い
う

趣
向
で
す
。
日
頃
か
ら
仕
事
以
外
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
時
間
に
も
、
数
人
集
ま
れ
ば
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
楽
し
む
と
い
う
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の

メ
ン
バ
ー
が
、
こ
ぞ
っ
て
登
場
。
弦
楽
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
、
木
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ホ
ル
ン
四
重

奏
、
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
、
ほ
ぼ
す
べ

て
の
楽
器
に
よ
る
様
々
な
編
成
が
揃
い
ま
す
。

木
管
や
金
管
楽
器
だ
け
の
室
内
楽
は
珍
し
く
、

© Terry Linke

2017年4月、熊本城二の丸広場
にて行われた復 興 祈 念コンサート。
開館以来のウィーン・フィルとの交
流には、心温まるエピソードがたく
さんあります。

日
本
と
ウ
ィ
ー
ン
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ウ
ィ
ー
ン
と
日
本
の
文
化
が
混
ざ
り
合
っ
て
、

晴
れ
や
か
な
お
正
月
を
迎
え
る
の
で
す
。

　

悲
喜
こ
も
ご
も
の
人
生
を
謳
う
オ
ペ
ラ
、
オ

ペ
レ
ッ
タ
の
名
手
た
ち
だ
け
に
、
ウ
ィ
ー
ン
・

フ
ィ
ル
も
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー

交
響
楽
団
も
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
皆
、
温
か
く

人
間
味
溢
れ
る
音
楽
家
。
そ
ん
な
素
顔
も
感
じ

な
が
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
の
薫
り
た
だ
よ
う
極
上
の

演
奏
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

支
え
盛
り
上
げ
る
演
奏
の
裏
方
に
徹
し
ま
す
。

他
方
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
ジ
ル
ヴ
ェ
ス

タ
ー
（
大
晦
日
）
お
よ
び
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
舞
台
の
上
で
、
歌
手
や
バ
レ

エ
ダ
ン
サ
ー
と
一
緒
に
な
っ
て
、
優
雅
な
空
間

を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
の
オ
ペ
レ
ッ
タ

『
ウ
ィ
ー
ン
気か

た
ぎ質
』
や
ポ
ル
カ
・
シ
ュ
ネ
ル
『
雷

鳴
と
稲
妻
』
な
ど
、
心
愉
し
い
名
曲
揃
い
。

ANAインターコンチネンタルホテル東京
高層階バーで楽しむ
カクテル＆ワンプレートタパス

ANAインターコンチネンタルホテル東京
MIXX バー＆ラウンジ
港区赤坂 1-12-33
電話：03-3505-1185

（レストラン予約センター  9:00〜19:30）
＊ROKU GINカクテルとタパスセット提供期間は10月1日
〜12月20日の17：00〜22:00（L.O.）です。ご利用の際
は、事前予約をお勧めします。
営業時間：11:30〜25:00

（金曜日 〜26:00、日祝日 〜24:00）

豊かな日本の四季が育んだ６種のジャパニーズ・
ボタニカル（桜花、桜葉、煎茶、玉露、山椒、
柚 子 ）を使 用したジャパニーズクラフトジン
ROKU(https://www.suntory.co.jp/wnb/
rokugin/) は、サントリーホールのドリンクコーナー
“インテルメッツオ”でも取り扱っています。

深夜まで営業なので、コンサー
ト後でもゆっくり楽しめます。

日本ならではの素材でつくられた
ジンの香りを生かしたカクテル

（写真は撫子）は、江戸切子
の美しいグラスで。

東京都港区赤坂１−４−５　
TEL 03-3582-5689
営業時間：11:00 〜 18:00（金曜日 〜18:30）
定休日：日曜・祝日、第１・３・５月曜日、

年末年始（今年は12月29日〜１月７日）
www.z-kayanuma.com

コンサートの余韻のままに、サントリーホー
ル隣のANAインターコンチネンタルホテル
東京36階「MIXXバー＆ラウンジ」で、さら
なる昂揚感を。12月20日までは、サントリー
ホールのチケット半券提示で、ジャパニーズ
クラフトジン『ROKU』をベースにした和風
カクテル（撫子／藤鼠／月白）と、季節の食
材を使った数種類のタパスを盛り合わせたワ
ンプレートのセットを、特別価格4,980円（税
サ込）で楽しめます。

今年末のウィーン・フォルクスオーパー交響楽団『ジルヴェス
ター・コンサート』は、日墺友好150周年の皮切りともなります。

撮影・森口奈々

　

２
０
１
９
年
、
ウ
ィ
ー
ン
を
首
都
と
す
る
オ
ー
ス

ト
リ
ア
と
日
本
は
友
好
１
５
０
周
年
を
迎
え
、
そ
れ

を
記
念
し
て
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
音

楽
や
美
術
、
食
文
化
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
歴
史

と
、
姉
妹
都
市
関
係
が
30
以
上
も
あ
る
と
い
う
両
国

の
強
い
結
び
つ
き
を
、改
め
て
感
じ
る
年
と
な
り

そ
う
で
す
。ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
（
当
時
は
帝
立
・

王
立
宮
廷
歌
劇
場
）
が
完
成
し
た
１
８
６
９
年
に
、

国
交
が
結
ば
れ
た
と
い
う
の
も
、
な
に
か
音
楽
的
な

深
い
縁
を
感
じ
ま
す
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
に
も
よ
く
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
る
、
駐
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

オ
ル
ガ
ン
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
リ
ー
ガ
ー
社
製
、
客

席
の
生
地
は
１
９
０
０
年
代
の
ウ
ィ
ー
ン
を
彷
彿
と

さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
。
す
ば
ら
し
い
音
の
響
き
、
温
か

な
雰
囲
気
を
も
つ
こ
の
ホ
ー
ル
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
大
使
と
し
て
と
て
も
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
の
皆
さ
ん
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
伝

統
を
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
で
体
験
し
て
い
た
だ
け
る

の
は
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
私
も
、
昨
年
の

大
晦
日
は
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
交
響

楽
団
の
ジ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
大
い
に

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
の
皆
さ
ん
の
、

作
曲
家
や
作
品
に
対
す
る
知
識
の
豊
富
さ
に
も
驚
き

ま
す
。
す
ば
ら
し
い
聴
衆
で
す
。

　

日
墺
友
好
１
５
０
周
年
と
な
る
来
年
は
、
ク
ラ

フ
ー
ベ
ル
ト
・
ハ
イ
ッ
ス

駐
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
を
訪
れ
る
た
び
に
、
ふ
る
さ

と
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

　

ウ
ィ
ー
ン
の
街
角
に
あ
る
老
舗
と
い
っ
た
佇

ま
い
の
店
内
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
家
公
認
の
製

菓
マ
イ
ス
タ
ー
栢
沼
稔
さ
ん
の
手
に
よ
る
端
正

な
お
菓
子
が
並
び
、
ウ
ィ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
が
流

れ
て
い
ま
す
。
開
店
31
年
目
。
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
の
近
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
来
日
中

の
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
が
訪
れ
る
こ

と
も
。
本
場
そ
の
も
の
の
「
ア
プ
フ
ェ
ル
シ
ュ

ト
ゥ
ル
ー
デ
ル
」（
り
ん
ご
を
薄
い
生
地
で
巻

い
た
ケ
ー
キ
）
の
お
い
し
さ
に
、
あ
る
大
指
揮

者
の
厳
し
い
リ
ハ
ー
サ
ル
が
和
や
か
に
な
っ
た

と
喜
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ザ
ッ
ハ

ト
ル
テ
や
季
節
の
焼
き
菓
子
も
絶
品
。
大
き
な

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
旗
が
店
の
目
印
で
す
。

シ
ッ
ク
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
数
多
く
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
し
、
没
後
１
０
０
年
と
な
る
ク
リ
ム
ト
や
エ

ゴ
ン
・
シ
ー
レ
の
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会
や
、
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
家
所
蔵
の
美
術
展
を
東
京
で
開
催
し
ま

す
。
10
月
に
は
大
統
領
が
来
日
、
政
治
経
済
の
分
野

日
墺
友
好
１
５
０
周
年

赤
坂
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
菓
子
専
門
店

ツ
ッ
カ
ベ
ッ
カ
ラ
イ 

カ
ヤ
ヌ
マ

が
生
ん
だ
巨
匠
カ
ラ
ヤ
ン
の

名
が
つ
け
ら
れ
た
広
場
の
、

"H
erbert von K

arajan 
Platz" 

と
い
う
プ
レ
ー
ト

も
、
ウ
ィ
ー
ン
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
大
ホ
ー
ル
の
設
計
に

は
カ
ラ
ヤ
ン
氏
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　

こ
の
す
ば
ら
し

い
友
好
関
係
が
、

さ
ら
に
深
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。（
談
）
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ス
テ
ー
ジ
中
央
に
置
か
れ
た
ピ
ア
ノ
の

前
に
立
っ
た
稲
垣
吾
郎
さ
ん
は
、

 「
美
し
い
ピ
ア
ノ
で
す
ね
」

　

と
言
っ
て
、
そ
っ
と
鍵
盤
に
触
れ
ま
し

た
。
観
客
の
い
な
い
静
ま
り
か
え
っ
た
大

ホ
ー
ル
に
、
の
び
や
か
な
音
が
響
き
わ
た

り
ま
す
。

 

「
ピ
ア
ノ
ひ
と
つ
の
音
で
も
こ
れ
ほ
ど
響

く
の
で
す
ね
」

　

ス
テ
ー
ジ
上
か
ら
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
形
式

の
客
席
を
眺
め
、
ホ
ー
ル
全
体
を
ゆ
っ
く

り
と
見
渡
す
と
、
静
か
に
目
を
閉
じ
て
、

音
の
ひ
と
粒
ひ
と
粒
を
確
か
め
る
よ
う
に

耳
を
澄
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
で
出
会
っ
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
素
顔

　

い
つ
か
海
外
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や

劇
場
に
も
行
っ
て
み
た
い
、
と
語
っ
て
い

た
稲
垣
さ
ん
。
音
楽
家
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
人
生
を
描
い
た
舞
台
『
N
o
・
９
︱

不
滅
の
旋
律
︱
』
の
再
演
を
前
に
、
こ
の

春
初
め
て
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
た
そ
う
で
す
。

 
「
ウ
ィ
ー
ン
は
歴
史
あ
る
音
楽
の
聖
地
で

も
あ
り
ま
す
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
生

き
た
街
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
空
気
を
感

じ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
短

い
時
間
で
し
た
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

稲
垣
吾
郎
（
俳
優
）

そ
の
2   

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
思
う   

Hibiki Special Interview

 Goro Inagaki

稲
垣
吾
郎
さ
ん
の
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

今
号
で
は
、サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
の

ス
テ
ー
ジ
を
体
感
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

11
月
か
ら
始
ま
る

舞
台
公
演
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
舞
台
で
稲
垣
さ
ん
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
演
じ
る
と
い
う
の
で
す
。

撮
影
・
加
藤
ア
ラ
タ　

構
成
・
盆
子
原
明
美

ヘ
ア
メ
イ
ク
・
金
田
順
子　

ス
タ
イ
リ
ン
グ
・
栗
田
泰
臣
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ヴ
ェ
ン
が
実
際
に
指
揮
を
し
た
そ
う
で
す
。

劇
場
の
中
に
入
る
と
生
々
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
他
に
も
、
外
観
や
内
観
、
装
飾
も

ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い

る
劇
場
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
、
感
動

し
ま
し
た
。
装
飾
は
華
美
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
包
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
感
覚
。
ま
る

で
教
会
や
寺
院
に
い
る
よ
う
な
荘
厳
で
厳

粛
な
感
じ
が
し
ま
し
た
ね
。
ス
テ
ー
ジ
に

も
立
た
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
や
っ

ぱ
り
い
つ
か
ウ
ィ
ー
ン
の
劇
場
で
も
演
じ

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し

た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
う
人
物
を
演

じ
る
な
ら
ば
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
生
き

た
場
所
で
、
ウ
ィ
ー
ン
の
方
た
ち
に
も
観

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
夢
が
ふ
く
ら
み

ま
し
た
。
心
の
中
で
願
っ
て
い
れ
ば
、
い

つ
か
叶
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
」

大
切
に
語
り
継
い
で
ゆ
く
こ
と

　

初
め
て
の
ウ
ィ
ー
ン
の
旅
。
忙
し
い
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
な
か
、
ひ
と
り
で
過
ご
し

た
時
間
と
は
。

 

「
ク
リ
ム
ト
や
エ
ゴ
ン
・
シ
ー
レ
の
作
品

を
鑑
賞
し
た
り
、
美
術
に
触
れ
る
時
間
を

も
て
た
の
は
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
か
ら

ん
だ
な
と
考
え
ま
し
た
し
、
彼
が
つ
く
り

だ
し
た
音
楽
を
大
切
に
語
り
継
い
で
い
き

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

朝
は
５
時
ぐ
ら
い
に
起
き
て
街
を
散
歩
し

た
り
。
時
差
ぼ
け
で
目
が
覚
め
て
し
ま
う

ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。ま
だ
誰
も
歩
い
て
い

な
い
時
間
、
朝
の
光
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と

佇
む
教
会
や
宮
殿
の
周
囲
や
、
歴
史
的
な

建
物
が
点
在
し
て
い
る
旧
市
街
を
歩
い
て

い
る
と
、
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
り
。
公
園
の
芝
生

の
上
に
、
ひ
と
り
で
ご
ろ
ん
と
寝
転
が
っ

て
街
を
眺
め
、
こ
の
景
色
は
昔
か
ら
ず
っ

と
変
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
な
ぁ
と
想

像
し
た
り
。
そ
う
い
う
時
間
を
過
ご
し
な

が
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
の
人
た
ち
は
変
わ
ら
な

い
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
た
ん
だ
と
感
じ

ま
し
た
ね
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
生
み
出

し
た
音
楽
は
、
こ
の
街
の
歴
史
で
も
あ
る

Hibiki Special Interview

 Goro Inagaki

稲垣吾郎（いながき　ごろう）　
1973年12月8日生まれ。SMAPのメンバー
として91年にデビュー。2017年9月に草
彅剛・香取慎吾らと共にオフィシャルファ
ンサイト「新しい地図」を開設。日本財団
パラリンピックサポートセンターのスペ
シャルサポーターに就任。サントリービー
ル（株）「オールフリー」CMに現在出演中。
主なドラマ出演に、『金田一耕助シリーズ』

『流れ星』『不機嫌な果実』など、主な出演
映画に『催眠』『笑の大学』『十三人の刺客』
ほか、19年に主演映画『半世界』が公開
予定。舞台では、15年に上演された『No.9-
不滅の旋律-』を、本年11月より東京、大阪、
横浜、久留米で再演予定。

暮
ら
し
て
い
た
家
の
ひ
と
つ
『
パ
ス
ク

ヴ
ァ
ラ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
』
や
墓
地
、
貴
重
な

資
料
が
残
る
博
物
館
な
ど
を
訪
ね
て
話
を

聞
い
た
り
、
自
分
の
足
で
街
を
歩
き
な
が

ら
感
じ
た
の
は
、
や
は
り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
は
国
民
の
ス
タ
ー
で
、
人
々
に
愛
さ
れ

て
い
た
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
で
し
た
」

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
素
顔
を
知
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
も
触
れ
ま
し
た
。

 

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
住
ん
で
い
た
家
に

行
く
と
、
彼
が
壊
し
て
し
ま
っ
た
壁
が
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
り
、
博
物
館
に
は

遺
書
と
い
わ
れ
る
手
紙
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
た
り
、
彼
の
人
物
像
に
触
れ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で

も
、
そ
う
や
っ
て
彼
の
人
生
を
辿
っ
て
ゆ

く
と
、
偉
大
な
人
物
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
、“
自
分
が
自
分
ひ
と
り
の
も
の
だ
け

じ
ゃ
な
く
な
る
”
と
い
う
こ
と
な
の
か
も

し
れ
な
い
な
、
と
も
思
い
ま
し
た
。
も
し

か
し
た
ら
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
は
意

外
と
そ
う
い
う
自
分
を
ち
ょ
っ
と
望
ん
で

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。
芸
術
家

で
あ
り
な
が
ら
、
大
衆
を
意
識
し
て
い
る

こ
と
。
国
民
的
ス
タ
ー
に
な
り
た
い
と
い

う
思
い
と
、
宮
廷
や
貴
族
に
仕
え
ず
権
威

に
抗
い
、
芸
術
家
と
し
て
音
楽
を
追
求
し

ベートーヴェン最後の交響曲『第九番』に至るまで、彼はどんな時
間を生きたのか。生涯を賭けて問いかける本当の芸術とは……？
波乱と苦悩に満ちたベートーヴェンの人生を、新しい視点で捉え、
意欲的な演出と音楽表現で描いた作品。初演から３年を経て、再
演されます。
出演：稲垣吾郎  剛力彩芽  ほか
日程：東京公演（TBS赤坂ACTシアター）11月11日〜12月２日、
12月は大阪、横浜、2019年１月には福岡・久留米にて公演予定。
詳細は公式サイトをご覧ください。
公式サイト：www.No9-stage.com
問合せ：キョードー東京 0570-550-799

稲垣吾郎が挑む、狂気と運命と歓喜!
『No.9－不滅の旋律－』

『 No.9-不滅の旋律-』初演のとき、指揮指導の方からプレゼン
トされた指揮棒。
「ずっと一緒にやってきた思い出とともに、大切にしまっていました。
いつか再演できるかなと思って」

て
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ー
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ー
ヴ
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が
実
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に
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台
に
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っ
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と
い
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る
劇
場
に
も
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11月21日（水）  19:00開始  
（18:30開場）  ブルーローズ（小ホール）

※ご好評につきサントリーホール公演は両日共完売しております。

※ご好評につきサントリーホール公演は20日、23日、24日、各日共完売しております。

＜他都市公演＞
10月24日（水）	札幌／札幌コンサートホール	Kitara	 （問）	011-520-1234
10月26日（金）	水戸／水戸芸術館コンサートホール	 （問）029-227-8118
11月2日（金）	 兵庫／兵庫県立芸術文化センター	 （問）0798-68-0255
11月4日（日）	 倉敷／倉敷市民会館	 （問）086-422-2140

＜他都市公演＞
11月15日（木）	川崎／ミューザ川崎シンフォニーホール
	 (問）	044-520-0200
11月16日（金）	大阪／フェスティバルホール
	 (問）	06-6231-2221
11月18日（日）	長野／ホクト文化ホール（長野県県民文化会館）
	 (問）	026-226-0008

ウィーン・フィルハーモニー ウィーク イン ジャパン 2018 オープニング
室内楽スペシャル 《ウィーン・フィル オペラを謳う》出演：ウィーン・フィル	メンバー

【聴講料】自由 1,000円

3年ぶりのサントリーホールでのリサイタル

豊麗な響きで世界を魅了するウィーン・フィルの来日公演

内田光子ピアノ・リサイタル
シューベルト・ソナタプログラム
10月29日（月） 11月7日（水）  19:00開演 （18：30開場）　大ホール

11月19日（月）  19:00開演 （18：20開場）　大ホール

11月20日（火）  19:00開演 （18：20開場）　大ホール

11月24日（土）  16:00開演 （15：20開場）　大ホール

11月23日（金・祝）  16:00開演 （15：20開場）　大ホール

首都圏の音楽系大学の学生がサントリーホールと協働して作り上げるコン
サート。今年は5大学より集まった11名の学生が「自然と音楽と癒し」を
テーマにコンサートを企画、制作します。

２016年から始まった、ふたりの作曲家による「作曲家の個展II」。共にフラ
ンスで作曲を学び同世代でもある作曲家、金子仁美と斉木由美がコラボレー
ションします。

ウィーン・フィルのメンバーは、伝統を若い人に伝えたいという強い意志のもと、
後進の指導に積極的に取り組んでいます。今回講師に迎えるのは、首席ファゴッ
ト奏者のハラルド・ミュラー。受講生を公募し、一般の方も聴講していただくこと
ができます。（日本語通訳付）

鋭い知性と深い音楽的洞察で音楽ファンを魅了
し続けている内田光子が、昨シーズンから世界
各地のホールで演奏しているシューベルトのピア
ノ・ソナタプログラムを披露。サントリーホールで
の2公演のほか、他都市での公演も行われます。

2017年に175周年を迎えたウィーン・フィルハーモニー管弦楽団は、音楽の都ウィーンで伝統を培い、名立たる指揮者や演奏家が名演
を残してきた世界最高峰のオーケストラ。1999年にスタートした「ウィーン・フィルハーモニー ウィーク イン ジャパン」の2年ぶり16回目とな
る今年は、クリーヴランド管弦楽団の音楽監督で、ウィーン・フィルとも多数の共演を誇る指揮者フランツ・ウェルザー = メストが登場します。

11月28日（水）  19:00開演（18：20開場）　ブルーローズ（小ホール）

サントリーホール×学生協働プロジェクト

ふたりの作曲家による共同プロデュースと新作発表

レインボウ21
サントリーホール デビューコンサート 2018 スペシャル
Paysage（ペイザージュ）～音で感じる森と海～

サントリーホール 作曲家の個展 II 2018
金子仁美×斉木由美　愛の歌

ウィーン・フィルハーモニー ウィーク イン ジャパン 2018
ウィーン・フィル首席奏者によるマスタークラス〈ファゴット〉

内田光子 © Decca-Justin Pumfrey

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 © Lois Lammerhuber

フランツ・ウェルザー=メスト
 © satoshi aoyagi

出演：	上野学園大学、国立音楽大学、東京音楽大学、フェリス女学院大学音楽学部、
武蔵野音楽大学（五十音順）　在学生、卒業生

ボニ 『森の情景』作品123 より
ラヴェル『水の戯れ』ほか

指揮：	沼尻竜典　ピアノ：野平一郎　管弦楽：東京都交響楽団
金子仁美 レクイエム〜ピアノとオーケストラのための〜（2013）
斉木由美 アントモフォニーⅢ（2003〜4）
加えて、金子仁美と斉木由美それぞれが作曲したサントリー芸術財団委嘱作品を世界初演します。

11月30日（金）  19:00開演　
（18:00開場 18:20～プレコンサート・トーク） 大ホール

ウィーン・フィルハーモニー ウィーク イン ジャパン 2018

フランツ・ウェルザー =メスト 指揮　ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

コンサート案内
201 8年 10月〜2 0 1 9年 1月

Concert Information

斉木由美 © Kazuo Hiroji金子仁美 © Didre Loire

【チケット料金】自由 2,000円

【チケット料金】S	4,000円　A 3,000円　B 2,000円　学生 1,000円	

指揮：フランツ・ウェルザー=メスト　管弦楽：ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

モーツァルト ピアノ協奏曲第24番 ハ短調 K. 491 （ピアノ：	ラン・ラン）
ブラームス 交響曲第2番 ニ長調 作品73　ほか

ブラームス ヴァイオリンとチェロのための二重協奏曲 イ短調 作品102
 （ヴァイオリン：フォルクハルト・シュトイデ　チェロ：ペーテル・ソモダリ）
ワーグナー（ウェルザー = メスト 編曲） 舞台祝祭劇『ニーベルングの指環』
＜第3夜＞楽劇「神々の黄昏」より 抜粋　ほか

ブルックナー 交響曲第5番 変ロ長調 WAB 105（ノヴァーク版）

講師：ハラルド・ミュラー

【チケット料金】11月19日　S 18,000円　A 12,000円　B 6,000円　学生	2,000円
売切

残席僅少 売切

このマークのついた公演は、未
来を担うこどもたちや若きプロ
フェッショナルな音楽家たちに
向けたサントリーホールの活動

「ENJOY! MUSIC プログラム」の一環とし
て開催します。音楽に出会うよろこびの場、
音楽を創るよろこびの場、そして、より開か
れたホールをめざし、様 な々取り組みを行っ
ています。

昨年の公演の様子

2016年のマスタークラスの様子

13 12Hibiki Vol .5Hibiki Vol .5



バークレイズ証券株式会社 特別協賛　
東京交響楽団＆サントリーホール

こども定期演奏会 2018年シーズン
《音楽と感情》第68回 楽しんで ヽ (^o^)丿

【チケット料金】1回券 3,500円　指揮：飯森範親　ソプラノ：鷲尾麻衣　合唱：東響コーラス
東京交響楽団　司会：坪井直樹（テレビ朝日アナウンサー）
ヨハン・シュトラウスII世 オペレッタ『こうもり』序曲／第2幕「歌え、踊れ！」
ビゼー 『アルルの女』第2組曲 より「パストラール」「ファランドール」※こども奏者との共演　ほか

コンサート案内
201 8年 10月〜2 0 1 9年 1月

Concert Information

ヨハン・シュトラウスII世 オペレッタ『ウィーン気質』より「これがなくちゃあ許せない」、ポルカ・シュネル『雷鳴と稲妻』作品324
カールマン オペレッタ『チャールダーシュの女王』より「踊りたい」　ほか　

オッフェンバック オペレッタ『天国と地獄』序曲
ヨハン・シュトラウスII世 ワルツ『美しく青きドナウ』作品314　ほか　
ソプラノ	：	アナ・マリア・ラビン　テノール：トーマス・ブロンデル　指揮：アレクサンダー・ジョエル　
管弦楽：ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団
舞踏：バレエ・アンサンブルSVOウィーン

【チケット料金】S	12,000円　A	10,000円　B	8,000円　C	6,000円
※出演者は下記ニューイヤー・コンサートを参照ください。

【チケット料金】S	11,000円　A	9,000円　B	7,000円　C	5,000円

ウィーン･フォルクスオーパー交響楽団日本ツアーでは初登場となるアレ
クサンダー･ジョエルの指揮のもと、ウィーンで活躍する2人の歌手、そ
して2組のバレエとともに、年の終わりと始まりを華やかに彩る、カウント
ダウン・コンサートです。

ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団が、優雅なウィーンの薫りを届けてくれるニューイヤー・コンサート。『美しく青きドナウ』を
はじめ、ウィンナ・ワルツやポルカ、オペラの名曲で新年を華やかに始めませんか。

12月31日（月）  22：00開演 （21：00開場）～0：20終演予定　大ホール

2019年 1月1日（火・祝）、 2日（水）、 3日（木）  14:00開演 （13:00開場）　大ホール

サントリーホール 
ジルヴェスター・コンサート
2018-2019

サントリーホール ニューイヤー・コンサート 2019
～日本オーストリア友好150周年記念～

アナ・マリア・ラビン
 

鷲尾麻衣 

アレクサンダー・ジョエル
 

ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団の演奏で華やかな年末年始を

トーマス・ブロンデル
 

日本で初めての試み、こどものためのオーケストラ定期演奏会。2018年
のテーマは「音楽と感情」。最終回は、「楽しんで ヽ (^o^)丿」です。

“耳から幸せなクリスマス・イヴ”をコンセプトに、日本トップレベルのウインドオーケストラ、
東京佼成ウインドオーケストラが、朗読とともに、ロマンティックな時間をお届けします。

クリスマスシーズンには世界中で演奏される、キリストの生涯を描く壮大な作品。
バッハ・コレギウム・ジャパンが奏でる極上の『メサイア』をお楽しみください。

12月1日（土）  11:00開演 （10:30開場　10:40～プレトーク ）　大ホール

12月23日（日・祝）  15:00開演 （14:20開場）　大ホール

12月24日（月・休）  14:00開演 （13:20開場）　大ホール

親子でクラシック音楽と親しむひととき

サントリーホールで心に残るクリスマスを

サントリーホール クリスマスコンサート 2018
バッハ・コレギウム・ジャパン『メサイア』

サントリーホールのクリスマス・イヴ 2018

Shall We Music?

指揮：鈴木雅明　
合唱・管弦楽：バッハ・コレギウム・ジャパン　
ソプラノ：森谷真理　アルト（メゾ・ソプラノ）：藤村実穂子
テノール：ザッカリー・ワイルダー　バス：ベンジャミン・ベヴァン

指揮：川瀬賢太郎
吹奏楽：東京佼成ウインドオーケストラ
朗読：福圓美里　ほか
ショスタコーヴィチ 祝典序曲 作品96
バーンスタイン 『キャンディード』序曲　ほか

【チケット料金】
S 9,500円　A 8,000円　B 6,500円　P 4,000円　学生 1,000円
ホテルオークラディナー付	S席 24,000円（税・サ込）

【チケット料金】
S 7,000円　A 6,000円　B 5,000円
イヴ・ペアセット	（S席2枚） 12,240円	※限定50組100枚
ホテルオークラブッフェ付	S席 14,000円（税・サ込）

飯森範親  © 山岸伸

 

ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団　他都市公演
<キユーピー100周年スペシャル>
1月	6	日		（日）	 愛知／愛知県芸術劇場コンサートホール
	 	 (問）	東海テレビチケットセンター　052-951-9104
1月	9	日		（水）	 大阪／フェスティバルホール（問）06-6231-2221
1月10日	（木）	 福岡／アクロス福岡シンフォニーホール
	 	 (問）KBCチケットセンター　092-720-8717
1月12日	（土）	 神奈川／大和市文化創造拠点	シリウス	芸術文化ホール	
	 	 (問）046-263-3806
1月13日	（日）	 長野／ホクト文化ホール（長野県県民文化会館）
	 	 (問）026-226-0008
1月16日	（水）	 札幌／札幌コンサートホールKitara
	 	 (問）オフィス・ワン　011-612-8696

1月	7	日		（月）	 岐阜／可児市文化創造センター（問）0574-60-3311
1月14日	（月・祝）福井／ハーモニーホールふくい				（問）0776-38-8282
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プレゼント ＊A・Bよりお選びください。

B ウィーン・フィル2018  オリジナル　
ポーチ   3名様

実用的なのはもちろん、躍動感溢れるモダ
ンな色彩が人気のポーチは身の回りの小物
からCDや文庫本など、様々な収納に便利。
上品でバッグの中からも見つけやすい色合い
です。（色はお任せください）

A ウィーン・フィル2018  オリジナル　
ショルダートートバッグ   3名様

「ウィーン・フィルハーモニー ウィーク イン ジャ
パン 2018」の開催を記念して製作した数量
限定のオリジナル・グッズの中から、コットン製
のトートバッグを。肩掛けもできるのでお出かけ
の様 な々シーンでお使いいただけます。

※0570で始まるこの電話番号は、国際電話および一部のIP電話・プリペイド方式の携帯電話からはご利用できません。
　ご利用いただけない場合は、03-3584-4402へお電話ください。

【チケットセンター窓口】10：00〜18：00 ※18時以降の公演がある場合は開演時刻まで営業／休館日・年末年始は休業

先行発売がご利用いただける「サントリーホール・メンバーズ・クラブ」、
公演情報、チケットのご購入など詳細は、
サントリーホールホームページをご覧いただくか、
サントリーホールチケットセンターにお問い合わせください。

サントリーホールホームページ http://suntory.jp/HALL/
サントリーホールチケットセンター     Tel. 0570-55-0017

（10：00〜18：00 ）オペレーターが対応いたします（休館日・年末年始は休業）

サントリーホール情報誌
Summer 2018

特集
ウィーンから、
幸せな響き

インタビュー 稲垣吾郎
2018年10月~2019年1月の

コンサート案内

<サントリーホール情報誌『Hibiki』>
サントリーホールは1986年に東京初のコンサート専
用ホールとして“世界一美しい響き”をコンセプトに誕
生しました。これからもサントリーホールの響きを、より
多くの方々にお届けしたい――そんな想いを込めて、
情報誌『Hibiki』を発行しています。
表紙絵は、海外にも活躍の場を広げている陶芸家・
アーティストの鹿児島睦（Makoto Kagoshima）氏に
よる描きおろしです。

爽やかな季節、いつもより絵画を見たり、本を読みたい気分に。
なかでも生の音楽を聴く時間はひときわ味わい深いもの。
ぜひサントリーホールで心に残るひとときをお過ごしください。
お届けしましたサントリーホール情報誌『Hibiki』、いかがでしたでしょうか。
今後も充実したHibikiをお届けしていきたいと思います。
ぜひみなさまのご意見をお聞かせください。
アンケートにお答えくださった方の中から抽選で、サントリーホールな
らではのプレミアムなプレゼントを差し上げます。
サントリーホールホームページ http://suntory.jp/HALL/ の応募
フォームに希望のプレゼント、アンケートのお答え、
お名前・ご住所等をご記入のうえ、
ぜひご応募ください。
受付期間は10月1日（月）〜11月29日（木）です。

Q u e s t i o n n a i r e  &  P r e s e n t

応募フォームはこちらから

サントリーホール情報誌
『Hibiki』Vol.5

2018年10月1日発行
発行責任者 ● 市本徹雄
編集発行 ● サントリーホール
〒107-8403 東京都港区赤坂1-13-1
TEL. 03-3505-1001（代表）

企画編集 ● サントリーホール／
  株式会社スケープス／内海陽子
デザイン ● 中澤睦夫（SAKU CORPORATE DESIGN）

表紙絵 ● 鹿児島 睦
印刷製本 ● 共同印刷

サントリーホールディングス株式会社は公益財団法人サント
リー芸術財団のすべての活動を応援しています。

サントリーホール
ホームページへは

こちらから


